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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成29年12月14日(2017.12.14)

【公表番号】特表2016-535715(P2016-535715A)
【公表日】平成28年11月17日(2016.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2016-064
【出願番号】特願2016-521713(P2016-521713)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   4/06     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/11     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/23     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ    4/06     　　　　
   Ｃ０３Ｃ   21/00     １０１　
   Ｃ０３Ｃ    3/11     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/23     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月10日(2017.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（質量％で）６６～７６％のＳｉＯ2、０～８％のＡｌ2Ｏ3、１０～１８％のＢ2Ｏ3、
０～４％のＬｉ2Ｏ、０～１２％のＮａ2Ｏ、０～１２％のＫ2Ｏ、１～１．５％のＡｇ、
１．５～２．５％のＣｌ-、並びに合計量が０．０１～０．０６％のＣｕＯおよびＮｉＯ
を含むフォトクロミックホウケイ酸ガラス組成物であって、紫外線照射に曝露された際に
、安定状態にある色または色合いから、より薄い色または色合いに脱色可能である、フォ
トクロミックホウケイ酸ガラス組成物。
【請求項２】
　前記ガラス組成物が熱的に暗色化可能である、請求項１記載のフォトクロミックホウケ
イ酸ガラス組成物。
【請求項３】
　前記ガラス組成物が、１５０℃以上の温度で熱的に暗色化可能である、請求項１または
２記載のフォトクロミックホウケイ酸ガラス組成物。
【請求項４】
　２～１２％のＮａ2Ｏを含む、請求項１から３いずれか１項記載のフォトクロミックホ
ウケイ酸ガラス組成物。
【請求項５】
　前記ガラス組成物がＬｉ2Ｏを実質的に含まない、請求項１から４いずれか１項記載の
フォトクロミックホウケイ酸ガラス組成物。
【請求項６】
　前記ガラス組成物がＢｒ-を実質的に含まない、請求項１から５いずれか１項記載のフ
ォトクロミックホウケイ酸ガラス組成物。
【請求項７】
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　基板層および請求項１から６いずれか１項記載のフォトクロミックホウケイ酸ガラス組
成物から構成されたフォトクロミックホウケイ酸ガラス層を少なくとも１つ備えた多層ガ
ラス積層板。
【請求項８】
　ガラス組成物を強化する方法において、
　（質量％で）６６～７６％のＳｉＯ2、２～８％のＡｌ2Ｏ3、１０～１８％のＢ2Ｏ3、
０～４％のＬｉ2Ｏ、２～１２％のＮａ2Ｏ、０～１２％のＫ2Ｏ、１～１．５％のＡｇ、
１．５～２．５％のＣｌ-、並びに合計量が０．０１～０．０６％のＣｕＯおよびＮｉＯ
を含み、Ｂｒ-を実質的に含まないフォトクロミックホウケイ酸ガラス組成物を、溶融塩
浴中に浸漬する工程であって、該フォトクロミックホウケイ酸ガラス組成物が、イオン交
換を行うのに十分な時間に亘り十分な温度で該溶融塩浴中に浸漬される工程を有してなる
方法。
【請求項９】
　前記浴の温度が約３５０℃と４５０℃の間にあり、前記時間が約６時間と１０時間の間
にある、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記溶融塩浴がＫＮＯ3を含む、請求項８または９記載の方法。
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